
③調査報告書・④単行本

番号 発行年 地 域 編  著  者 名 発  行  者
A 糸原 清 流山市若宮第 H遺跡 県文化財センター

275 1997 B 香取正彦 他
一般国道296号 国道道路改良事業埋蔵文化財調査報告書
3-酒々井町上本佐倉上宿遺跡― 財千葉県文化財センター

276 B 白鳥 章 佐倉市弥勒東台遺跡一千葉地裁家庭裁判所佐倉支部埋蔵
文化財調査報告書― 助千葉県文化財センター

277 B 寺里和久 石川館址発掘調査報告書一石川地区宅地造成予定地内埋
蔵文化財調査報告書― 鋤印格郡市文化財センター

B 高橋 誠 編
―
財

こ小路遺跡第 3地点」「平成 7年度 佐倉市埋蔵文化
己調査報告書」 佐倉市教育委員会

1997 C 簗瀬裕一 他 千葉市高 助千葉市文化財調査協会

C 小澤清男・簗瀬裕一 (栄福寺遺跡) 埋蔵文化財調査 (市内遺跡)報告書―
平成 7年度― 団千葉市文化財調査協会

1997 D 広
司

光
信

田
山

岡
外

。遠山成一
神動一瓢蹴

ξ中近世城跡研究調査報告書 第17集 ―助崎城跡測
:報告―

を跡 ―町道1035号線災害防除工事に伴う埋蔵文化

千葉県教育委員会

1997 E 道澤 明 財東総文化財センター

F 平野雅一 東金市大関城跡―東金九十九里有料道路埋蔵文化財調査
報告書― 財千葉県文化財センター

F 海保孝則 L吹入城 lul山 武郡市文 :財センター

F 海保孝則 松 財山武郡市文イ;財 センター

997 平成 8年度市原市内遺跡発掘調査報告書 下矢田城跡 市原市教育委員

287 松本 勝
富

う
i陣屋跡発掘調査報告書―佐野一平宅地造成事業に伴‐
イ́財調杏都告一 働君津郡市文化財センター

諸墨知義 他 平成 8年度 千葉県富津市内遺跡発掘調査報告書 富津市教育委員会

1997 J 渡邊高弘 村上遺跡群埋蔵文化財調査報告書―市原市村上遺跡・村
上山王前遺跡・廿五里十三割遺跡― 働千葉県文化財センター

1997 K 杉山春信
1条地区遺跡発掘調査概報・栞夷ノ本田遺跡発掘調査概

鴨川市遺跡調査会

998 A 岡田光広・柴田龍司
中山文人

千葉県中近世城跡研究調査報告書 第18集 ―増尾城・佐津
間城跡測量調査報告― 千葉県教育委員会

佐倉市佐倉城跡 財千葉県文化財センター
998 D 小見川城跡 団香取郡市文化財センター
998 D 黒沢哲郎 高岡陣屋跡 下総町教育委員会

E 」ヽ林弘美 傍示戸遺跡・城ノ台遺跡 。新城跡一八日市場線増強 (そ

の 2)工事に伴う埋蔵文化財調査報告書― 0東総文化財センター

F 鳴田浩司 他
空港南部工業団地埋蔵文化財調査報告書 11山武郡芝山
町 古 宿 ・ 卜谷 遣 跡 |

財千葉県文化財センター

」 諸墨知義
平成 9年度富津市内遺跡発掘調査報告書 (飯野陣屋三の
力,跡 41b)

富津市教育委員会

袖ヶ浦市荒久 (2)遺跡 闘千葉県文化財センター
K 東条地区

三度山遺
1概報 鴨川市教育委員会

M 白田正子 古 働茨城県教育財団

F 鳴田浩司 他
空港南部工業団地埋蔵文化財調査報告書 2「 山武郡芝山
町上宿遺跡 。大堀切遺跡」

団千葉県文化財センター

編  著  者 圭 発  行  者
908 K 斎藤夏之 : 田

E 能勢鼎三 鉄牛 千葉県′
C 千葉県 :蹟名勝天然記念物調査 2 葉 県

L 矢部鴨北
E 岡勝治 銚子半島と義経 文港堂書店
L 大野太平 E見氏の研: 文堂書ア

19R3- 本邦築城史編纂委員会 日 刊 (国立国会 蔵 )

L 県史蹟 葉県史 究会

B 宇田川興三

D 加瀬包男 多古由来記研究会 加瀬包男
E 新 日本文化啓蒙社 ノヽ 日 市の沿革 と人物 日本文イ

959 D 飯田伝一 大 址考―平忠常について一 洋洋社
F 清水浦次郎 他 東金史話 市教育委 員

L 大類 伸 をめぐる 人

L 大類 伸 名城名鑑 人物往来社
K 千葉耀胤 山城址 H
K 千葉耀胤 日

ゝ
一ヽ

965 L 小室栄一 中世城郭の研究―関東地方の築城遺構の実測とその諸問
頴 ―

人物往来社

丸頼彦 佐倉城の歴史 市

966 E 熟田白洋 ざ か 野 ざか干 テイヽ
義雄 笹子城実地調査概況報告

K 川名正義 日の 館山市文化財保護協会
L 内 FFl実 - 411 日 ; 城郭令集 3 新人物往来
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④単行本

めぐって一平安時代よりの

小笠原長和 。川村

とその居城―

房総の史実と伝説

「千葉県における中世の城郭遺跡」『地域概念の変遷』

を含む蕪木城跡について

門から秀吉まで一

いちかわ再発見―考古学から見た市川―

探訪 日本の城 2 関東

ちば歴史散歩50コ ース

|の むか しばなし

日本城郭大系 6千葉・神奈川

式に関する一考察」『小室栄

一-326-一



④単行本

ふるさとへの

ふるさとの

銚子市教育委員会

千葉県文化財センター

図説 中世城郭事典 (一 )

三島正之・柴 田龍 司

千葉県教育委員会

112-1

北条氏の佐倉領支配―「御隠居様」氏政の動向を中心

―城下集落の人々

新人物往来社

郡市文化財セン
遺跡から見た印格の歴史 市文化財センター

房総考古学ライプラリー 8 歴
千葉県文化財センター

東国における宿の風
と坂東の海に暮らす 新人物往来社

山川出版社

シンポジウム よみがえる篠本城跡―
の謎 にせ まる一

働東総文化財センター・光町教
育委員会

につ いて

一-327-一



④単行本・⑤第3章参考論文

里見氏稲村城跡をみつ

里見氏稲村城跡を保存する会房総の中世城郭と稲

人々のあゆみ

総における流通商人

酒々井町・佐倉市世東国における千葉
について

中島城址と胤方以降 阿部明・岩崎功 。伊藤信彦

方の中世城郭 (企画展示図録 )

里見氏稲村城跡を保存する会房総里見氏の歴史における稲村城 そ

とその周辺―特に木曽氏をめぐって

房総の戦国時代 (企画展示図録)
茂原市立美術館 。茂原市立郷土

里見氏稲村城跡を保存する会
前期里見氏の歴史的位置―特に「房州賢使君源義豊公」

を中心に一 (講演録)

パネルディスカション「里見氏再考一里見氏の実像に迫

番号 発行年 編 著 者 ス
綱 文 名 名 発

一丁 者

馬場 脩
日本北方地域及び付近外地出土の「内耳
土器Jに就て 人類學・先史學講座 第14巻

長瀬 衛 カワラケ 。灯明皿 青戸・葛西城址調査報告 葛西城址調査会

長瀬 衛 かわらけ 青戸・葛西城址調査報告 Ⅲ 葛西城址調査会

横田賢二郎・森田
勉 太宰府出土の輸入中国陶磁器について 九州歴史資料館研究論集 4 九州歴史資料館

大橋康二 中世橘鉢考  (1) 考古学ジャーナル 175 ニューサイエンス社

大橋康二 中世橘鉢考  (2) 考古学ジャーナル 177 ニューサイエンス社
007 大橋康二 中世橘鉢考  (3) 考古学ジャーナル 179 ニューサイエンス社

森田 勉 14～ 16世紀の白磁の分類と編年 貿易陶磁研究 No 2 貿易陶磁研究会

上田秀夫 14～16世紀の青磁碗の分類について 貿易陶磁研究 No 2 貿易陶磁研究会

1982 小野正敏
掟

～16世紀の染め付け碗・皿の分類と年 貿易陶磁研究 No 2 貿易陶磁研究会

藤澤良祐 古瀬戸中期様式の成立過程 東洋陶磁 第 8号 東洋陶磁学会
丸山 純 武家屋敷と住宅 佐倉の武家屋敷 0観光資源保護財団

986 藤澤良祐 瀬戸大窯発掘調査報告 瀬戸市歴史民俗資料館研究紀要 5 瀬戸市歴史民俗資料館
4 藤澤良祐 本業焼の研究 (1) 瀬戸市歴史民俗資料館研究紀要 6 瀬戸市歴史民俗資料館
5 988 藤澤良祐 本業焼の研究 (2) 瀬戸市歴史民俗資料館研究紀要 7 瀬戸市歴史民俗資料館
6 988 浅野晴樹 関東における中世在地産土器について 研究紀要 第 4号 働埼玉県埋蔵文化財調査事業団

7 石 川 功 櫓門出土のかわらけについて 茨城県指定文化財 土浦城址内 櫓
門保存修理工事報告書

土浦市教育委員会

8 藤澤良祐 本業焼の研究 (3) 瀬戸市歴史民俗資料館研究紀要 8 瀬戸市歴史民俗資料館

津田芳男 所謂内耳土器について 茂原市文化財センター 年報Nt1 3 0茂原市文化財センター

鈴木裕子 東京大学本郷構内遺跡御殿下記念館地点
出上の17世紀代のかわらけ 江戸在地系土器研究会通信 No 8 江戸在地系土器研究会

津田芳男 中世煮炊具に関する若干の覚書一千葉県
を中心にして一 長生都市文化財センター 年報No 4 働長生郡市文化財センター

第17表 文献目録⑤ (第 3章参考論文)
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⑤第3章参考論文

番号 モ行年 編 著 者 論  文  名 名 発  行  者

佐々木彰
江戸時代のカワラケの動態と推移一大聖
寺藩上屋敷出土の資料を中心に一

東京大学本郷構内の遺跡 3 医学
部付属病院地点

東京大学遺跡調査室

023 佐々木彰
近世焙烙の研究一大聖寺藩上屋敷跡出土
資料を中心に一 物質文化 53 物質文化研究会

藤澤良祐
瀬戸古窯址群H ―古瀬戸後期様式の編
年一 瀬戸市歴史民俗資料館研究紀要 10 瀬戸市歴史民俗資料館

025 津田芳男 阿波渕神社出土の遺物について 長生郡市文化財センター年報 N05 助長生郡市文化財センター

浅野晴樹 東国における中世在地系土器について 国立歴史民俗博物館研究報告 第31

集
国立歴史民俗博物館

山口 剛
小田原城とその城下出上のかわらけにつ
いて Jヽ田原市郷土文化館研究報告 27 小田原市郷土文化館

藤尾慎一郎 佐倉と江戸―近世の瓦質 。土師質土器か
ら見た地域性― 国立歴史民俗博物館研究報告 36 国立歴史民俗博物館

029 992 嶋谷和彦 “地鎮め"の諸相 関西近世考古学研究 Ⅲ 関西近世考古学研究会

付表 瀬戸・美濃大窯製品出土地名表 瀬戸市史 陶磁史編 4 瀬戸市

金子健一 名古屋城三の丸遺跡にみる陶磁器・土器
の組成と灯火具の変暦について

瀬戸市埋蔵文化財センター研究紀要
第 1輯 助瀬戸市埋蔵文化財センター

木村 修 海夫・蔵本・富有人一中世の香取の海 香取の海―その歴史と文化― 千葉県立中央博物館

全国シンポジウム「中世常滑焼きを
おって」資料集

日本福祉大学知多半島総合研究所

両角まり 江戸在地系土器におけるロクロ技術の展
開

江戸在地系土器の研究 H 江戸在地系土器研究会

小林謙一
江戸在地系土器生産の成立に関する予
察―近世都市江戸における17世紀の上師
質皿―

考古学研究 第41巻第 2号 考古学研究会

谷口 栄 葛西城出土のカワラケ 江戸在地系土器研究会通信 NQ42 江戸在地系土器研究会

山本信夫 中世前期の貿易陶磁器 概説 中世の土器 。陶磁器 中世土器研究会編

藤澤良祐
瀬戸古窯址群Ⅲ ―古瀬戸前期様式の編
年一

助瀬戸市埋蔵文化財センター研究紀
要 第 3輯 助瀬戸市埋蔵文化財センター

中野晴久 常滑・渥美 概説中世の上器・陶磁器 中世土器研究会編

中野晴久 生産地における編年について 常滑焼きと中世社会 」ヽ学館

995 中 。近世研究班 茨城県の中世カワラケについて 研究ノー ト 4 lull茨城県教育財団

立石堅志 瓦質土器 (奈 良火鉢) 概説 中世の土器・陶磁器 中世土器研究会編

4'|1貴 司 土器製作技術と実験 (1) 江戸在地系土器研究会通信 No49 江戸在地系土器研究会

996 ガヽ |1貴 司 土器製作技術と実験 (2) 江戸在地系土器研究会通信 No50 江戸在地系土器研究会

4,1貴司 土器製作技術と実験 (3) 江,i在地系土器研究会通信 N051 江戸在地系土器研究会

白根義久 常総における中世在地系土器の展開 考古学雑渉 西野元先生退官記念会

1996 服部敬史 東国における15。 16世紀の土師器皿様相
郷土資料館研究紀要 八王子の歴史
と文化 第 9号 八王子市郷土資料館

両角まり 上千葉遺跡出土の内耳土器について 上千葉遺跡 葛飾区遺跡調査会

両角まり 内耳鍋から焙烙ヘ ー近世江戸在地系焙
烙の成立― 考古学研究 第42巻第 4号 考古学研究会

江上智恵 上千葉遺跡出土の土師質土器について 上千葉遺跡 葛飾区遺跡調査会

福島考古学会中近
部会

かわらけ編年の再検討―H世紀から19世
紀―  (そ の 1) 福島考古 第37号 福島考古学会

052 古瀬戸流通の諸相
古瀬戸をめぐる中世陶器の世界 図
録

0瀬戸市埋蔵文化財センター

古瀬戸出土遺跡地名表
古瀬戸をめぐる中世陶器の世界～そ
の生産と流通～ 資料集

②瀬戸市埋蔵文化財センター

田中 信 川越市内出上の中世土師器皿について 江戸在地系土器研究会通信No55 江戸在地系土器研究会

1997 小林謙一 江戸在地系土器成立期の土師皿の作成技
術

関西近世考古学研究 V 関西近世考古学研究会

中世研究プロジェ
クトチーム 神奈川県内の「かわらけJ集成  (1) かながわの考古学研究紀要 2 神奈川県立埋蔵文化財センター

財団法人かながわ考古学財団

福島考古学会中近
部会

かわらけ編年の再検討-11世紀から19世
紀―  (そ の 2) 福島考古 第38号 福島考古学会

服部敬史 中世食文化の基礎的研究
国立歴史民俗博物館研究報告 第71

集
国立歴史民俗博物館

1997 桃崎祐輔 律宗系寺院と沿岸社会 中世の霞ヶ浦と律宗―よみがえる仏
教文化の聖地― 土浦市立博物館

藤澤良祐 中世瀬戸窯の動態
瀬戸市埋蔵文化財センター研究紀要
第 5輯 0瀬戸市埋蔵文化財センター

簗瀬裕一 黒ハギ遺跡 (中世) 平成10年度千葉市遺跡発表会要旨 千葉市教育委員会 。m千葉市文化
財調査協会

062 両角まり
三つの焙烙―焙烙に見る江戸 と周辺地
域―

江戸と周辺地域 江戸遺跡研究会第
H回大会発表要旨

江戸遺跡研究会

中世研究プロジェ
クトチーム 神奈川県内の「かわらけ」集成  (2) かながわの考古学研究紀要 3 神奈川県立埋蔵文化財センター

財団法人かながわ考古学財団

鈴木裕子 土器橘鉢の終焉 江戸在地系土器の研究 Ⅲ 江戸在地系土器研究会

065 小林謙一 17世紀前葉の土師質皿―丸の内三丁目遺
跡52号土坑出土土師質皿の位置づけ―J

江戸在地系土器の研究 III 江戸在地系土器研究会

一-329-
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⑤第3章参考論文

番 号 モ行年 編 著 者 論  文  名 圭
日 名 発  行  者

066 鈴木裕子
江戸遺跡出上の非在地系の深鉢形土器に
ついて 東京考古 16号 東京考古談話会

1998 福島考古学会中近
部会 中近世の在地上器・陶磁器 福島考古 第39号 福島考古学会

白田正子
茨城県における中世末から近世にかけて
の土師質内耳土器について一つくば市古
屋敷遺跡の出土例を中心として一

研究ノート 7号 助茨城県教育財団

永越信吾
葛西城における近世初頭のかわらけの様
相―上千葉遺跡 15号溝出土資料の検討
を中心として一

博物館研究紀要 第 5号 葛飾区郷土と天文の博物館

1999 中世研究プロジェ
クトチーム 神奈川県内の「かわらけJ集成  (3) かながわの考古学研究紀要 4 JII県立埋蔵文化財センター

1法人かながわ考古学財団

―-330-―





























千葉県文化財センター研究紀要20

平成12年 3月 27日

発 行 者

発  行

財団法人 千 葉 県文化 財 セ ンター

千葉県四街道市鹿渡809-2

電話 043(422)8811

株式会社 弘    文    社

市川市市川南 2-7-2
印 刷 所




